











































Notes on the Tale of “Nihon-Ryoi-Ki” as Teaching Materials
Hiroshi KUDOH*
Abstract
“Nihon-Ryoi-Ki” are the oldest persuasive stories in Japan. It has not been used as teaching 
materials in high school Japanese classes. Based on a previous article, its potential as a teaching 
material will be demonstrated.
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本文 4 ～ 5 行目に書かれた，道
俗の囁きの意味を考えて来るよ
う課題を指示する．
第
四
時
導入　　　　　　　　　（5 分）
前時の内容の復習と本時の内容
の確認．
展開　　　　　　　　（35 分）
後半部 11 行目「嗚呼惆れなるか
な～」以降の内容の確認．
教材の章段の趣旨を考える．
まとめ　　　　　　　（10 分）
中国文化の我が国への影響を理
解する．
前時に出した課題について確認
する．
本文の指名読み．
ノートに 3 行ごとに本文を写し，
難訓語句にはルビをふる．
一文ごとに指名読みしてから施
註し，口語訳する．
長屋の親王の死を，沙弥を尊重
しなかった報いだと説く編者独
自の解釈を理解する．
なぜ『日本霊異記』が漢文体で
書かれているのかを考える．
出された意見を箇条書きに纏め
るが，結論は急がない．
リズムを意識させる．
編者の見解を述べた後日談であ
ることを理解させる．
歴史的事実を題材に解釈を加え
て唱導の材料とする説話の方法
に気づかせる．
プリント№１を参照しながら，
仮名の発明以前には，漢字によ
る日本語表記が行われていたこ
とに気づかせる．
評価；
単元の目標；
（1）古典としての漢文を読む能力を養うことができ
たか．
（2）漢文訓読調のリズムを読み味わい，説話に関心
を深めることができたか．
（3）自らの知識に基づいて，内容を正しく捉えるこ
とができたか．
（4）日本漢文の訓読を通して，ひらがな成立以前の
我が国に，中国の文化がもたらした影響を理解でき
たか．
Ⅴ．まとめ
　前稿に引き続いて，『日本霊異記』を古典（古文）
の教材として扱った授業展開の提唱を行った．今回取
り上げた中巻冒頭の説話「己が高徳を恃み，賤形の沙
弥を刑ちて現に悪死を得る縁　第一」は，内容面では
僧への不敬を戒めることに主眼が置かれている．編者
は，歴史上の人物であり，極めて天皇に近い立場にあ
った長屋王を主人公に選んで，その悲劇が引き起こさ
れた原因を，奢りから沙弥を軽んじたためと説いてい
るのである．これは正史である『続日本紀』や『懐風
藻』には見られない，『日本霊異記』独自の解釈である．
高等学校の日本史の授業を通しても馴染み深い人物が
題材で，しかもそれが「仏罰」の対象者とされている
97教材としての『日本霊異記』論
点で，関心を惹き易い話柄であると思われる．日本漢
文教材としては，難易度，分量の何れも大変扱いやす
いものだと言うことができよう．
　今後は，更に稿を改めて『日本霊異記』別の章段に
ついても教材としての可能性を検討してゆきたいと考
える．
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